
52.　6.　15 42.　6.　15
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

　
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。
た
と
え
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
ご
家
族
を
あ
た
た
か
い

目
で
見
守
る
「
応
援
者
」
と
し
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を
受
講

し
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
の
予
防
方

法
も
一
緒
に
学
び
ま
す
。

　
今
回
は
西
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
主
催
と
な
り
ま
す
。

会
員
募
集

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ひ
ま
わ
り
ク

ラ
ブ
）　
月
２
回
。
水
曜
日
午

前
１０
時
～
正
午
、
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。
プ

ロ
の
作
曲
家
が
歌
の
基
礎
か
ら

親
切
丁
寧
に
指
導
。
初
心
者
歓

迎
。
見
学
可
。
詳
し
く
は
荒
川

☎
４
７
７
・
４
３
１
８
へ
。

　
◆
歌
謡
（
滝
山
ふ
る
さ
と

会
）　
月
４
回
。
水
曜
日
午
後

１
時
～
４
時
、
八
幡
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円
。
年
齢
問
わ
ず
楽
し
く
歌
い

ま
し
ょ
う
。
講
師
は
根
本
昭
氏
。

詳
し
く
は
西
山
☎
０
９
０
・
３

０
６
７
・
３
２
３
６
へ
。

　
◆
書
道
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際

書
画
交
流
会
）　
月
２
回
。
日

曜
・
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
に

各
コ
ー
ス
あ
り
。
午
前
１０
時
～

正
午
他
、
浅
間
町
地
区
セ
ン

タ
ー
、
南
町
都
営
住
宅
集
会
所

で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。

４８
人
の
指
導
実
績
あ
り
。
師

範
資
格
取
得
も
可
。
初
心
者
、

高
齢
者
歓
迎
。
子
ど
も
コ
ー

ス
も
あ
り
。
見
学
・
体
験
可
。

詳
し
く
は
福
田
☎
０
９
０
・

９
３
９
６
・
６
９
６
４
へ
。

　
◆
草
の
実
俳
句
部　
第
２

月
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
５
０
０
円
、
会
費
月
６

０
０
円
。
５
句
持
ち
寄
り
、

先
生
の
指
導
の
下
、
楽
し
く

み
ん
な
で
評
価
し
あ
い
ま
す
。

詳
し
く
は
井
上
☎
４
７
４
・

３
７
３
９
へ
。

　
◆
剣
道
（
雅が

し
ん
け
ん
ゆ
う
か
い

心
剣
友
会
）

　
毎
週
土
曜
日
午
後
５
時
～

７
時
と
日
曜
日
午
前
８
時
～

１１
時
、
第
五
小
学
校
で
。
入

会
金
９
０
０
円
、
会
費
月
１

０
０
０
円
。
第
五
小
学
校
で

元
気
に
活
動
。
見
学
体
験
可

能
で
す
。
ブ
ロ
グ
も
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
三

瓶
☎
４
７
２
・
４
０
５
２
へ
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】先
着
2０
人

　
【
費
用
】無
料

　
【
そ
の
他
】手
話
通
訳
あ
り

　
申
し
込
み
は
６
月
１５
日
（
月
）

～
３０
日
（
火
）
に
電
話
（
４
７
２・

０
６
６
１
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
４

７
２
・
８
５
６
０
）
で
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
【
日
時
】７
月
３
日
（
金
）
午
後

２
時
～
３
時
半
（
１
時
半
か
ら
受

け
付
け
）

　【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
第

２
・
３
講
習
室
（
滝
山
４
ノ
１
ノ

１０
）

　
※
会
場
と
申
し
込
み
先
は
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
講
義
内
容
】①
認
知
症
の
正
し

い
理
解
や
接
し
方
に
つ
い
て
②
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
な

ど
　
※
受
講
修
了
者
に
は
、
認
知
症

資
源
ご
み
の
う
ち
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
８６
㌧

（
５
・
２
％
）
の
増
と
な
り
、

最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
は

１
２
９
㌧
（
５
・
０
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た（
表
参
照
）。

　
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
へ

の
取
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課

☎
４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
の
分

別
・
再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
３１
年
度
の
燃
や
せ
る
ご
み
・

燃
や
せ
な
い
ご
み
（
有
害
ご
み
を

含
む
）・
粗
大
ご
み
の
収
集
量
と

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

量
（
持
ち
込
み
ご
み
を
含
む
）
は
、

前
年
度
に
対
し
て
燃
や
せ
る
ご
み

が
９
０
２
㌧
（
４
・
６
％
）
の
増
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
が

１
２
６
㌧
（
６
・
２
％
）
の
増
、

単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
合

計
等
に
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

一

般

会

計

　
【
予
算
総
額
】４
５
２
億
２
９
２

７
万
１
千
円
。
当
初
予
算
額
は
４

２
２
億
円
で
し
た
が
８
回
の
補
正

を
行
い
ま
し
た

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
４
０
６
億

７
６
８
７
万
２
千
円
▼
収
入
率
＝

８９
・
９
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
３
７
７
億

６
０
２
０
万
６
千
円
▼
執
行
率
＝

８３
・
５
％

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】１
２
２
億
７
５
２

４
万
５
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
１
０
６
億

４
１
８
１
万
６
千
円
▼
収
入
率
＝

８６
・
７
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
１
１
０
億

３
８
５
１
万
円
▼
執
行
率
＝
８９
・

９
％

　
【
予
算
総
額
】３2
億
３
４
８
７
万

５
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
３2
億
４
１

３
万
４
千
円
▼
収
入
率
＝
９９
・
０

％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
３１
億
１
７

３
４
万
６
千
円
▼
執
行
率
＝
９６
・

４
％介

護
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】９７
億
３
６
５
７
万

市
民
負
担
の
状
況

　
市
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
市
税
の
ほ
か
、
国
や
都
か

ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
＝

１５
万
円
▼
１
世
帯
当
た
り
の
市
税

負
担
額
＝
３１
万
９
千
円

基

金

の

状

況

（
令
和
２
年
３
月
末
現
在
）

　
基
金
は
家
計
で
言
え
ば
「
預
貯

金
」
に
当
た
る
も
の
で
す
。
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
に
備

え
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
ご
と
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
基
金
現
在
高
＝
６８
億
５
５
５
８

万
４
千
円

　
【
内
訳
】財
政
調
整
基
金
＝
３４
億

９
７
２
９
万
２
千
円
▼
そ
の
他
の

基
金
＝
３３
億
５
８
２
９
万
２
千
円

公
有
財
産
の
状
況

（
令
和
２
年
３
月
末
現
在
）

　
公
有
財
産
と
は
、
市
が
所
有
す

る
不
動
産
や
動
産
な
ど
を
言
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
土
地
、
建
物
な

ど
の
財
産
は
次
の
通
り
で
す
。

　
土
地
＝
５８
万
2
７
８
７
平
方
㍍

▼
建
物
＝
１９
万
６
５
６
８
平
方
㍍

▼
工
作
物
＝
１
８
０
１
カ
所

　
※
各
計
数
は
原
則
と
し
て
表
示

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
元
年
度
（
令
和
元

年
１０
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
３１

日
）
の
予
算
執
行
、
基
金
、
市
債

の
現
在
高
、
財
産
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市

債

の

状

況

（
令
和
２
年
３
月
末
現
在
）

　
道
路
、
公
園
の
整
備
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
、
将
来
そ
の
施
設

を
利
用
す
る
世
代
に
も
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
な
事
業
の

場
合
、
市
で
は
事
業
費
の
一
定
割

合
を
「
市
債
」
と
し
て
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
現
在
高
＝
３
０
９
億
９

５
６
６
万
５
千
円

　
【
内
訳
】一
般
会
計
＝
２
４
３
億

５
１
１
１
万
円
▼
下
水
道
事
業
特

別
会
計
＝
６６
億
４
４
５
５
万
５
千

円
　

市
債
償
還
利
子
＝
１５
億
１
７
２

３
万
４
千
円

　
【
内
訳
】一
般
会
計
＝
７
億
１
０

１
７
万
５
千
円
▼
下
水
道
事
業
特

別
会
計
＝
８
億
７
０
５
万
９
千
円

　
※
金
利
に
変
更
が
な
い
場
合
の

予
定
額
で
す
。

１
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
８９
億
５
０
７

７
万
２
千
円
▼
収
入
率
＝
９１
・
９

％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
８５
億
４
２

７
３
万
９
千
円
▼
執
行
率
＝
８７
・

７
％下

水
道
事
業
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】2６
億
４
９
３
０
万

５
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
2３
億
９
２

４
０
万
３
千
円
▼
収
入
率
＝
９０
・

３
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
22
億
４
５

６
万
円
▼
執
行
率
＝
８３
・
２
％

　
※
予
算
総
額
に
対
す
る
執
行
率

は
い
ず
れ
も
令
和
２
年
３
月
末
日

現
在
の
も
の
で
す
。
１
年
間
の
決

算
は
、
現
金
の
未
収
・
未
払
い
の

整
理
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
「
出
納
整
理
期
間
（
４
月
１

日
～
５
月
３１
日
）」
後
に
確
定
し

ま
す
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計

を
除
く
）。

　
詳
し
く
は
財
政
課
☎
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

市
第
二
次
緑
の
基
本
計
画
の
基
本

方
針
３
「
ま
ち
な
み
の
緑
の
育

成
」
に
よ
り
、「
市
内
に
あ
る
貴

重
な
資
源
を
広
く
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
で
保
全
に
あ
た
っ
て
の
啓

発
を
進
め
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
保
全
体
制
を
つ
く
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
、市
民
公
募
に
よ
る「
東

久
留
米
の
名
木
百
選
」
を
選
定
し

ま
し
た
。

　
選
定
さ
れ
た
１
０
０
本
の
名
木

を
、
広
報
紙
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
順
番
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議
水

と
み
ど
り
部
会
で
は
、
東
久
留
米

↑
№
８１　

樹
種
＝
ポ
プ
ラ
（
別
名

イ
タ
リ
ア
ポ
プ
ラ
）
▼
場
所
＝
白

山
公
園
中
央
の
橋
脇
▼
選
定
理
由

＝
空
高
く
そ
び
え
る
こ
の
木
は
公

園
の
シ
ン
ボ
ル
。
葉
の
あ
る
と
き
、

立
ち
姿
が
美
し
い

↑
№
８２　

樹
種
＝
ヒ
メ
コ
マ
ツ

（
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
）
▼
場
所
＝
宝
泉

寺
山
門
左
▼
選
定
理
由
＝
葉
が
５

枚
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
五

葉
松

↑
№
８３　

樹
種
＝
ア
カ
マ
ツ
▼
場

所
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル
南
側
広
場
内

▼
選
定
理
由
＝
旧
第
一
勧
業
銀
行

グ
ラ
ウ
ン
ド
時
代
か
ら
の
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー

↑
№
８４　

樹
種
＝
ア
カ
マ
ツ
▼
場

所
＝
氷
川
台
グ
レ
ゴ
リ
オ
▼
選
定

理
由
＝
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
鐘
と
と
も

に
氷
川
台
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
言

え
る
歴
史
の
番
人

１７
日
（
金
）
に
、普
通
は
が
き
（
必

着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３

－

０
０
５
４
、
中
央
町

２
ノ
６
ノ
2３
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
、
市
文
化
協
会
事
務
局
宛

て
郵
送
を
。

　
※
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子
申
請
も

利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
文
化
協
会
事
務
局

☎
４
７
７
・
４
７
０
０
へ
。

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
定
員
】３０
人
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

　
【
受
講
料
】１
２
０
０
円
（
資
料
・

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
７
月
１
（
水
）
～

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

一
人
ひ
と
り
の
防
災
力
か
ら
。
あ

な
た
や
大
切
な
人
を
守
る
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
程
・
内
容
】左
表
の
通
り

　
【
時
間
】原
則
午
後
１
時
１５
分
～

４
時
４５
分
。
第
３
回
の
み
午
前
１１

時
４５
分
～
午
後
５
時
１５
分

に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
は
体
内

で
糖
質
や
脂
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。「
副
菜
を
一
品
加
え
る
」

こ
と
を
意
識
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　
健
康
課
で
は
食
育
月
間
に
合
わ

せ
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
カ

レ
ー
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ

う
」
に
関
連
し
た
カ
レ
ー
レ
シ
ピ

（
過
去
に
教
室
な
ど
で
実
施
し
た

レ
シ
ピ
や
小
・
中
学
校
給
食
の
レ

シ
ピ
）
を
期
間
限
定
で
掲
載
し
て

い
ま
す
（https://w

w
w
.city.hi

gashikurum
e.lg.jp/kurashi/

kenko/１０１５３６９/１０１５３７４.htm
l

、

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
）。
ま

た
、
市
内
公
立
保
育
園
や
小
・
中

学
校
で
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
た
カ
レ
ー
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
自
宅

で
も
手
作
り
カ
レ
ー
を
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
副
菜
（
サ
ラ
ダ

や
和
え
物
）
を
組
み
合
わ
せ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
気
温
の
高
い
日
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
室
内
で
過
ご
す
こ
と

が
多
か
っ
た
春
か
ら
、
急
に
夏
ら

し
い
気
候
に
体
調
が
つ
い
て
い
け

な
い
方
も
出
て
く
る
こ
ろ
で
す
。

カ
レ
ー
に
含
ま
れ
る
ス
パ
イ
ス
は

夏
バ
テ
の
原
因
と
な
る
自
律
神
経

の
乱
れ
や
代
謝
低
下
な
ど
に
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏

バ
テ
予
防
に
カ
レ
ー
は
ぴ
っ
た
り

の
料
理
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
慌
た
だ
し
い
生
活
の

中
で
は
つ
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
み

の
単
品
料
理
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

や
丼
も
の
の
よ
う
な
単
品
料
理
だ

け
だ
と
栄
養
が
糖
質
と
脂
質
に

偏
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ

に
一
品
、
野
菜
を
多
く
使
っ
た
副

菜
（
サ
ラ
ダ
や
和
え
物
）
を
加
え

る
こ
と
で
、
体
の
調
子
を
整
え
る

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

　
毎
年
６
月
は
食
育
月
間
で
す
。

「
食
育
」
と
は
、
生
き
る
上
で
の

基
本
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
む
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　
市
で
は
食
育
月
間
の
一
環
と
し

て
都
多
摩
小
平
保
健
所
と
一
緒
に

「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ

た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
」
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
は
「
カ
レ
ー
で
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う
」
と
題
し
て
、

　
【
掲
載
期
間
】６
月
３０
日
（
火
）

ま
で

　
詳
し
く
は
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ

ス
係
☎
４
７
７
・
０
０
２
２
へ
。

格
権
侵
害
て
ん
補
限
度
額
＝
１
事

故
１
０
０
万
円
（
免
責
１
０
０
０

円
）

　
【
保
険
期
間
】７
月
１
日
（
水
）

午
後
４
時
～
３
年
７
月
１
日

（
木
）
午
後
４
時

　
申
し
込
み
は
土
曜
・
日
曜
日
・

第
４
月
曜
日
を
除
く
、
６
月
１５
日

（
月
）
～
１９
日
（
金
）
の
午
前
９

時
～
正
午
と
午
後
１
時
～
５
時
。

代
表
者
の
認
印
、
団
体
の
会
則
・

規
約
、
主
催
者
の
名
簿
を
、
直
接

市
文
化
協
会
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
。

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
に
よ
り
、
受
付

方
法
等
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
文
化
協
会
☎
４
７

７
・
４
７
０
０
ま
た
は
生
涯
学
習

課
☎
４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

さ
い
。
掛
け
金
は
全
額
市
が
負
担

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
保
険
は
傷
害
保
険

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
加
入
対
象
】次
の
①
～
⑤
の
活

動
を
行
う
団
体
の
主
催
者
。

　
①
子
ど
も
会
②
ス
ポ
ー
ツ
③
社

会
教
育
④
社
会
奉
仕
⑤
青
少
年
健

全
育
成
等
活
動

　
※
主
催
者
の
半
数
以
上
が
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
構
成

さ
れ
る
団
体
に
限
り
ま
す
。

　
【
補
償
内
容
】①
対
人
・
対
物
の

損
害
て
ん
補
限
度
額
＝
１
事
故
に

つ
き
２
億
円
（
免
責
０
円
）
②
人

　
市
で
は
、
社
会
教
育
活
動
を
実

施
す
る
際
に
、
主
催
者
（
責
任
者

や
指
導
者
な
ど
）
が
、
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
「
社
会
教
育
活

動
主
催
者
賠
償
責
任
保
険
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
【
補
償
対
象
】①
主
催
者
の
過
失

に
よ
り
生
じ
た
事
故
等
に
対
す
る

損
害
賠
償
②
万
一
裁
判
に
な
っ
た

と
き
の
訴
訟
費
用

　
※
た
だ
し
、
使
用
す
る
施
設
の

工
事
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故

や
天
変
地
異
に
よ
る
事
故
な
ど
、

対
象
外
と
な
る
事
由
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

ル
で
の
相
談
が
可
能
で
す
。

相
談
状
況
に
よ
り
ウ
ェ
ブ

面
談
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。

　
Ｄ
Ｖ
で
不
安
を
感
じ
た

ら
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
相

談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
周
り
で
被
害

に
困
っ
て
い
る
方
が
い
た

ら
、
情
報
を
共
有
い
た
だ

き
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が

相
談
・
支
援
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２
・
０

０
６
１
、
生
活
文
化
課
男
女
共
同

参
画
係
☎
４
７
０・７
７
３
８（
い

ず
れ
も
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
配
偶
者
な
ど
か

ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
の
深
刻

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
を
含
め
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、

い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
て
も
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
内
閣
府
で
は
、「
Ｄ
Ｖ
相
談
＋

（
プ
ラ
ス
）」
を
開
始
し
ま
し
た
。

電
話
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
子
メ
ー

　
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
女

性
の
悩
み
ご
と
相
談
（
要
予
約
。
無

料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ご
家
族（
夫
婦
や
親
子
）

の
問
題
、
恋
人
と
の
関
係
、
そ
の
他

の
人
間
関
係
や
生
き
づ
ら
さ
な
ど
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ラ
イ
ラ
、
モ

ヤ
モ
ヤ
、
不
安
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
迷
っ
て
い
る
こ
と
や
誰
か

に
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど

の
詳
細
は
広
報
紙
の
毎
月
１５
日
号
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
へ
。

内閣府相談窓口

研
修
（
一
般
課
程
）
を
終
了
し
た

方
　
【
そ
の
他
】短
時
間
の
ガ
イ
ド
が

で
き
る
方
歓
迎

　
詳
し
く
は
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
４
７
７・２
７
１
１（
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

外
出
の
支
援
（
外
出
先
で
必
要
な

視
覚
的
情
報
の
支
援
な
ど
）

　
【
時
給
】１
３
０
０
円
か
ら

　
【
資
格
】同
行
援
護
従
業
者
養
成

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
内
容
】視
覚
障
害
者
に
対
す
る

▲市ホームページ
カレーレシピ特集

ラ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
役
所
１

階
で
パ
ネ
ル
展
示
、
2
階
の
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
図
書
展
示
を
開

催
し
ま
す
。「
一
人
ひ
と
り
が
い
き

い
き
と
暮
ら
す
社
会
」
に
向
け
て
、

家
庭
、
地
域
、
社
会
で
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
男
女
共

同
参
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
８

へ
。

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、

責
任
を
分
か
ち
、
協
力
し
あ
う
こ

と
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

施
行
か
ら
2１
年
、
今
年
の
１０
月
に

は
「
東
久
留
米
市
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
」
2０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
期
間
中
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

　【
ご
注
意
】技
術
料
や
管
理
料
な

ど
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担
の
総

額
が
軽
減
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

な
い
場
合
や
処
方
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
▼
切
り
替
え
の
際
は
、

主
治
医
や
薬
剤
師
と
十
分
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

　
【
送
付
元
】東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

　
詳
し
く
は
同
通
知
書
に
記
載
の

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
ま
た
は
保
険
年

金
課
高
齢
者
医
療
係
☎
４
７
０
・

７
８
４
６
へ
。

一
の
有
効
成
分
を
含
み
、
同
等
の

効
き
目
が
あ
る
と
国
に
認
め
ら
れ

て
い
る
後
発
医
薬
品

　
【
送
付
時
期
】６
月
下
旬
と
１2
月

中
旬

　
【
通
知
対
象
】生
活
習
慣
病
な
ど

の
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る
方

で
、
薬
代
が
一
定
金
額
以
上
軽
減

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
※
）

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
薬
代
の

自
己
負
担
額
が
い
く
ら
軽
減
で
き

る
か
を
試
算
し
た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。
切
り
替
え
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
）
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

＝
一
般
的
に
低
価
格
で
あ
り
な
が

ら
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同

後
期
高
齢
者
医
療 

特

別

会

計

東久留米の
名木百選紹介

№81～№84

令
和
元
年
度
下
半
期
の
市
の
財
政
状
況

を
公
表
し
ま
す

社
会
教
育
活
動
団
体
の
主
催
者
の
方
へ

「
主
催
者
賠
償
責
任
保
険
」

加
入
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
〜

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
〜

視
覚
障
害
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

視
覚
障
害
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

平
成
３１
年
度
の
廃
棄
物
の
排
出
・
処
理
量

（
速
報
値
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校
」

　
 
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談

Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談

Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス

　　　　　　　　　　　　（単位:トン 令和2年4月1日現在の速報値）
平成31年度 廃棄物の排出量および処理量

※持ち込みごみを含む。 

排
出
量

燃やせるごみ※
平成31年度 前年度比

燃やせないごみ・粗大ごみ※　 
（有害ごみを含む）
資源ごみ（行政回収）
うち容器包装プラスチック
資源ごみ（集団回収）

燃やせないごみ・粗大ごみ
資源ごみ（行政回収、集団回収）

最終処分場搬入量（エコセメント化）

合　計

合　計

2万365

2,154

6,901
1,726

3万2,095
376

9,952
2,692

2,675

9,576

902

126

184
86

1,167
24

163
129

△ 45

139

4.6％

6.2％

2.7％
5.2％

3.8％
6.8％

1.7％
5.0％

△ 1.6％

1.4％
資
源
化
量

令和２年度　防災まちづくり学校日程

回

1

2

3

4

5

6

7

８月１日（土）
オリエンテーション、
防災概要、市地域防
災計画

消防署の役割と取組、 
消防団の活動紹介、 
家庭の防災・グルー
プ討議

立川防災館見学・体
験学習

市内の防災施設見学

自治会の活動事例、 
避難所運営連絡会・
グループ討議

災害時の医療体制、 
災害時自宅トイレ対
策、修了式・受講生
感想

避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ）と東京マ
イ・タイムライン補
強・工法事例、台風
対策

防災まちづくりの会、 
東久留米市防災防犯
課

東京消防庁東久留米
消防署、東久留米市
消防団、防災まちづ
くりの会

東京消防庁立川防災
館

東京消防庁東久留米
消防署、東京都水道
局、東久留米市防災
防犯課、防災まちづ
くりの会

氷川台自治会、中丸
自治会他、防災まち
づくりの会

医師会、学校法人自
由学園、防災まちづ
くりの会

防災まちづくりの会、 
建築設計協会

８日（土）

22日（土）

29日（土）

９月４日（金）

12日（土）

26日（土）

日程 内容 講師など（敬称略）

　【
２０
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る

時
】

　

2０
歳
前
に
病
気
や
け
が
で
障

害
が
残
っ
た
方（
国
民
年
金
の
障

害
等
級
が
１
級・２
級
に
該
当
し

た
場
合
）も
、2０
歳
に
な
る
と
障

害
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
た

だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

手
続
き
先
は
初
診
日
が
第
１

号
被
保
険
者
期
間
中
ま
た
は
2０

歳
前
に
あ
る
と
き
は
、
市
保
険

年
金
課
ま
た
は
武
蔵
野
年
金
事

務
所
、
初
診
日
が
厚
生
年
金
や

第
３
号
被
保
険
者
期
間
中
な
ど

に
あ
る
場
合
は
、
武
蔵
野
年
金

事
務
所
で
す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

て
い
な
い
国
内
在
住
者
で
あ
る

こ
と
。

　

②
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
保
険

料
免
除
等
の
期
間
を
含
む
）
が

加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
あ

る
こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
未
納

が
な
い
こ
と
。

　

③
障
害
認
定
日
（
※
）
の
障

害
程
度
が
政
令
に
定
め
ら
れ
て

い
る
障
害
等
級
の
１
・
２
級
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

　

（
※
）
障
害
認
定
日
＝
病
気

や
け
が
で
初
め
て
医
師
の
診
察

を
受
け
た
日
か
ら
１
年
６
カ
月

を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
１
年

６
カ
月
以
内
に
症
状
固
定
し
た

日
）

も
し
も
病
気
や
け
が

で
障
害
が
残
っ
た
ら

障

害

基

礎

年

金

　

国
民
年
金
の
障
害
等
級
の
１

級
か
２
級
に
該
当
し
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
【
受
給
要
件
】

　

①
国
民
年
金
の
加
入
者
ま
た

は
初
診
日
が
６０
歳
以
上
６５
歳
未

満
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

6
月
23
日
〜
29
日
の
1
週
間
は
、

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

6
月
23
日
〜
29
日
の
1
週
間
は
、

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

〜
カ
レ
ー
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う
〜

6
月
は
食
育
月
間
で
す

〜
カ
レ
ー
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う
〜


